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 2011年 3月 11日に発生した東京電力福島第一原子力発電所事故後、各地の市

民が訴訟や仮処分で原発の運転差し止めを求めてきましたが、地裁では認めら

れても、上級審では覆されています。この司法の判断を政府寄りと感じた「原子

力行政を問い直す宗教者の会」は、宗教者自らが司法に働きかけなければならな

いとして、2018年、核燃サイクルの問題を法廷で訴える決意をしました。  

 その後準備が進み、2020 年 3 月 9 日、東京地方裁判所に「宗教者が核燃料サ

イクル事業廃止を求める裁判（宗教者核燃裁判）」が提訴されました。原告は僧

侶や牧師、門徒や信徒ら 211名。被告・（株）日本原燃に対し六ヶ所再処理工場

の差し止めを求める裁判です。命を脅かす原子力政策は、安心して生きる権利を

保障する日本国憲法に違反し、倫理に反していると、宗教者信仰者だからこその

視点が主張の根幹となります。さらに、これ以上核のゴミを未来の世代に押しつ

けてはならないと、未来に命をつなぐ権利と責任を持っていることも訴えます。 

 福島で生活する私は、3･11 直後から、原発核事故によって安心して生きる権

利を奪われた人々、特に多くの母親達と出会ってきました。彼女たちの涙をなか

ったことにしてはならない、再びこの涙を流す人々を生み出してはならないと、

原告になりました。核といのちは共存できないこと、神や仏は原子力業界で働く

人々の命も含め、どの命をも蔑ろにしないことを、私の信仰を賭けて訴えていき

ます。 

 コロナ禍により延期されていた第 1 回口頭弁論期日は 12 月 17 日となりまし

た。主の御降誕を待ち望む時、裁判が始まるのです。第二次提訴によって、原告

24 名が加わり、235 名の原告団となります。日本の宗教者や信仰者たちの決意

をお祈りに覚えてください。 

 宗教者核燃裁判 原告団事務局 片岡輝美 

 

 

 

 


